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2Qa－11 女子大生の恋愛意識と被服行動との関係

京都府大短大　　　泉　加代子

被　　服

　目的　恋をすると外見も変わる、服装にも気を配るようになるとよく言われるように、

恋人の有無、恋愛に対する意識や考え方が、その人の被服行動に何らかの影響を及ぼすの
ではないかと考えられる。そこで、女子大生を対象として恋愛意識が被服行動とどのよう

に関係しているかについて検討した。

　方法　京都およびその近郊の女子大生104名(年齢18～22歳)を対象として1994年11月

にアンケート調査を実施した。恋愛意識は、松井他が作成した測定尺度LETS-2を用い、

異性に対する気持ちや行動について40項目、恋愛に関する意見や異性観について13項目、
計53項目を５段階評価してもらった。　Leeの恋愛理論に基づいて、53項目をEros(美への

愛)、Mania(狂気的)、Ludus(遊び)、Pragma〈実利的). Storge(友愛的). Agape(愛他的〉の

６尺度に類型化し、尺度得点の高・中・低の３グループに対象者を分割した。被服行動は
永野作成の流行性・機能性・適切性・経済性の４尺度、計20項目からなる被服行動尺度を

用い、その尺度得点にしたがって同様に対象者を３グループに分割した。そして、これら

のグループ間の関連の有無をχ'検定によって分析した。

　結果　Eros尺度やMania尺度の得点が高いグループは、低いグループに比べて流行性尺

度得点が高く、自分自身を人と区別してより個性的に見せるために流行している服を着る

など流行性重視の被服行動をとっている。また、Ludus尺度やPragma尺度の得点が高いグ

ループは、低いグループに比べて機能性尺度得点が高く、被服のデザインよりはそれを着

たときの動きやすさなどを重視することが明らかになった。

2Qa-12階層化意思決定法による街着の購入店舗の選定

　　　　鳴門教育大　○藤原康晴　鳴門教育大学院　井上友紀　梅花短大　川端澄子

　目的　街着の購入に際して，多くの者はあらかじめいくつかの評価基準を設け，その基

準の重要度を考慮して購入店舗を選定している．本研究では，街着の評価基準として，有

名メーカ・ブランド品，サイズの豊富さ，割安品，定員のアドバイス，デザインの豊富さ，

交通などの利便性を取りあげ，これらの基準に対する重視の程度を測定するとともに百貨

店，量販店，専門店がこれらの基準をどの程度満たしていると判定されているかを測定し，

Saatyによって提案されたAHP (階層分析法）を用いて分析した．

　方法　上記の６評価基準の重視度を，また，各基準に対する百貨店，量販店，専門店の

充足度を一対比較法によって測定した．前報では，対象者全員（女子短大生123名）の判定

結果を用いて分析したが，本報では，整合性のある判定を行った対象者のみのデータを用

いて分析した．

　結果　街着を評価する６基準のー対比較の判定において，整合度のよい者は73名（5 93^）

であった．この73名の判定結果を用いて６基準の重視度を算出した結果，そのウェイトは，

有名メーカ・ブランド品（0.13）,サイズの豊富さ（0.16）,割安品(0.16）,定員のア

ドバイス（0.05）,デザインの豊富さ（0. 40）,交通などの利便性（0.09）となった．さ

らに，これらの評価基準を百貨店，量販店，専門店目がどの程度充足しているかのウェイ

トを求め，評価基準のウェイトに各評価基準に対する各店舗のウェイトを乗じて求めた各

店舗の総合ウェイトはそれぞれ0.41, 0.23, 0.36となった．女子短大生の街着の購入店
舗は百貨店，専門店，量販店の順であることがわかった.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　271


